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当コースの目的と内容

LANSAで開発を始めるにあたり必要となる前
提知識を学ぶことを目的としています。

LANSA とは
アプリケーションのタイプ
IDE
リポジトリ基礎
a. フィールド定義
b. ファイル定義
c. 論理ビュー定義

演習：フィールド/ファイル/論理ビューの作成
RDMLとテンプレート

演習：プロセス/ファンクションの作成
開発環境の構築と運用

演習：チェックイン/チェックアウト
区画
RDMLとRDMLX



LANSAとは…



LANSAの製品進化の歴史

One Page Web
モバイルアプリ

Ajax & jQuery
XML & Java

コンポーネントリポジトリ
Webアプリケーション開発

DB2/400でイベントトリガー
OODとシステムプロトタイピング

Windows開発、Unix配布
ミドルウェア

シングルのソースでGUIと5250
多言語を用いたアプリケーション（DBCS）

データベース総合参照性
アクティブ辞書／リポジトリ

+      +       +       +       +       +       +       +       +
1987 1989 1991 1993 1995 1997 1999 2001 2008..... 2017

ホスト クライアントサーバー/Web Mobile



CASE から、開発実行環境へ

CASE

開発・実行環境

誰でも

一定の品質の

できるだけ早く

プログラム作成を 支援する

様々なテクノロジーを

一つの思想体系の元に
システムを 開発/実行する



LANSA の思想

⚫ リポジトリ・テクノロジー
➢ システム情報の一元管理

⚫ 第４世代言語
➢ 読みやすく、プラットフォームに依存しない言語 RDML

（Rapid Development and Maintenance Language）

⚫ オブジェクト・アクセス・モジュール(OAM)
➢ リポジトリから生成されるプラットフォームに依存しないデータベースア

クセスモジュール

Advanced Software Made Simple



情報の一元管理

多くの場合、プログラムには、
アプリケーションに関する
重複した情報が含まれています。

LANSA リポジトリは、これらの
重複した情報をプログラムから
消去し、1ヶ所で一元管理します。

RDML

RDML

リポジトリ

Program Program

Program



データ・ベース

関連する処理
（イベント・トリガー）

ファイルの関連
（アクセス経路）

演算フィールド
（仮想フィールド）

帳票エントリー 照会バッチ

従来のビジネス・ロジック管理

フィールドの検査
（妥当性検査）



分散していたビジネス・ロジックをOAMで一元管理

OAM

データ・ベース

フィールドの検査
（妥当性検査）

関連する処理
（イベント・トリガー）

ファイルの関連
（アクセス経路）

演算フィールド
（仮想フィールド）

帳票エントリー 照会バッチ

LANSAのビジネス・ロジック管理



一緒に動く

ステップ2.RDMLの作成

ステップ1.リポジトリの作成

・ LANSA リポジトリと RDML は、一緒に働きます。
・ アプリケーションの作成と実行には、両方のコンポーネントを
使用します。

RDML

RDML

リポジトリ



LANSA の構造

OAM

ﾌｧｲﾙ
データ・ベース

RDMLリポジトリ



LANSA で作成するシステム

⚫ 会計システム

⚫ 販売管理システム

⚫ 生産管理システム

⚫ 通販のWEBサイト

⚫ 予約システム

ビジネス・アプリケーションを作成する事に

最適化されています。

⚫ ワープロ
⚫ メーラー
⚫ サービスプログラム
⚫ OS
⚫ コンパイラ



今までのプログラムは・・・

プレゼンテーション
ロジック

pppSYSMENU                 Main System Menu                           

Enter number of function or place cursor on same line and press Enter.

__  1. Use a process                                                  

2. Submit a process to batch                                      

3. Field control menu                                             

4. File control menu                                              

5. Process control menu                                           

6. Housekeeping menu                                             

7. Data Modeling menu                                             

8. Display submitted jobs - workstation                          

9. Display submitted jobs - user                                  

10. Display workstation message queue                              

11. Exit from LANSA                                              

Fnn=Help  Fnn=Exit   Fnn=Cancel  Fnn=Messages

インターフェース

アプリケーション
ロジック

プログラム

データベース
ロジック データベース



LANSA は・・

プレゼンテーション
ロジック

アプリケーション
ロジック

データベース
ロジック

C/C++?
Java?
HTML?
XML?
RPG?
Cobol?
etc.?

DB2/400?
Oracle? 
SQL Server?
etc.

Windows?
Mac? 
OS/400?
AIX?
etc.

RDML

RDML

リポジトリ

RDML

RDML

リポジトリ

RDMLRDML



LANSAのソリューション

プラットフォームに依存しない
アプリケーション・アーキテク
チャ

一元管理される
アプリケーション定義

ポータブルな
データベース・アーキテクチャ

RDML

RDML

リポジトリ

RDML

RDML

リポジトリ

RDMLRDML



LANSAはアーキテクチャーです

Web アプリケーション
Windows アプリケーション

クライアント／サーバー
アプリケーション

ホスト・アプリケーション
（AS/400、AIX、HPUX等）

1 つの
コード・セット

1 つの
スキル・セット

RDML

RDML

リポジトリ



アプリケーションのタイプ



開発のタイプ

以下のような開発のタイプが考えられます：

⚫ パッケージ／既存アプリケーションの拡張

⚫ ビジネス・アプリケーションの再構築

⚫ 新規アプリケーションの開発

アプリケーションのタイプも考慮する必要があります：
• 汎用
• Windows 最適化
• Web 最適化

Windows

Web

汎用



アプリケーションのタイプ

プロセスドリブン

カスタマードリブン

顧客からのダイレクトインターネットアクセス

大量のデータエントリー

多種多様のオフィス任務
電話の割り込み
手紙を書く／グラフを分析する

時たまの使用
頻繁なタスク切り換え
Web 最適化インターフェース

迅速な単一作業
汎用インターフェース

頻繁なタスク切り換え
オフィス・ツールのインテグレート
Windows 最適化インターフェース



アプリケーションのタイプ



Function(ファンクション)

様々なプラットフォームで稼動する事を前提とした、
汎用インタフェースです。

1つのRDMLから!5250

Windows

Web

RDML

RDML

リポジトリ



ファンクションのメリットと注意事項

⚫ ソースコードを変更することなく、様々なプラットフォームで実
行することが可能です。

⚫ 「伝票を入力する」という目的では必要十分な機能を提供
しています。

メリット

5250での実行を前提しているため、GUIであっても
80x24の画面サイズを超えることができません。
Webの実行は、永続セッションで実行されるため、
HTTPの規約に反しています。※悪性要素ではない

注意事項



Visual LANSA Form

Windows

Windowsデスクトップで実行される、Full GUI
のアプリケーションです。

RDML

RDML

リポジトリ



Formのメリットと注意事項

⚫ 画面の制約がありません

⚫ ユーザーに親和性のあるインフェースを提供できます。

⚫ ActiveXを使用することができます

⚫ Officeとスムーズに連携ができます

メリット

自由であるが故に…
設計者、プログラマーのスキルの差が顕著になります。
GUIにもかかわらず、操作性が悪くなることがあります。
GUIで必要な、操作の一貫性を失う場合があります。
アプリケーション・モジュールの配布が必要となります。

注意事項



Visual LANSA Web

Web

マルチ・デバイスに対応した、JavaScriptとJSONで表現されるWebア
プリケーションです。

RDML

RDML

リポジトリ



VL Webのメリットと注意事項

⚫ RDMLXで、WebデザインとDB I/Oの両方のロジックを作成できます。

⚫ Formと同等のデザイン手法とコンポーネント・テクノロジーで開発ができます。

⚫ C/Sと同等のパフォーマンスを実現します。

⚫ マルチデバイスに対応した、マテリアル・デザイン・コントロールが用意されてい
ます。

メリット

Webであるが故に…
セッションの永続性がありません。(レコードロックがかかりませ
ん。)
URLを解析された場合に、そのプログラムを直接呼び出すことが
できてしまいます。

注意事項



RAMP(Rapid Application Modernize Process)

WindowsまたはWebブラウザーで実行される、
フレームワークのアプリケーションです。

Windows

Web

or RDML

RDML

リポジトリ



RAMPの仕組み

Visual LANSAのフレームワークに、5250をはめ込んで実行します。



RAMPのメリットと注意事項

⚫ 5250アプリケーションをGUIに変換できます。

⚫ 5250アプリケーションを修正する必要は必要ありません。

⚫ 短期間(10画面以上/1人日)で開発が可能です。

⚫ 段階的なシステム刷新(GUIへ移行)のプロセスを描けます。

⚫ ファンクション、フォーム、WAMの全ての開発が行えます。

メリット

複数の5250画面を1画面にすることはできません。
LANSAでGUIを作成する技術が必要となります。
JavaScriptの技術が必要とされる可能性が(大いに)あり
ます。

注意事項



2段階プロセス

⚫ステップ1 リポジトリを構築する
– 開発またはアプリケーションのタイプに関わらず、まず最初

にリポジトリを作成する必要があります。

– 各アプリケーションは、同一のLANSAリポジトリを共有し
ます。

– 時間と労力を惜しまず、リポジトリを構築してください。

ステップ2 RDMLロジックを構築する
RDMLを構築する前に、アプリケーションのスタイルを知
っておく必要があります。
各アプリケーションでは、共通言語のRDMLが使用されま
す。



リポジトリの構築

① モデリング・ツールの使用

② パッケージ・アプリケーション

既存データベース・ファイル

③ マニュアルでの作成

リポジトリへの投資は共有
され再利用されます!!!リポジトリ

顧客
マスター

ファイルのロード
仮想

ﾌｨｰﾙﾄﾞ
ﾘﾚｰｼｮﾝ 顧客

定義ﾌｧｲﾙ

フィールド ID 記述

属性 省略値 ｳﾞｨｼﾞｭｱﾙ

RD

ML

RD

ML



RDMLの構築

アプリケーションに対してRDMLを構築するには、以下の
方法があります：

1. LANSAのプログラミング可能なテンプレートを使用する

2. マニュアルでRDMLをコーディングする

RDMLは、LANSA の IBM i 開発環境 および Windows 開発環境
を使用して開発できます。*

* Windows 最適化アプリケーションは、Windows で作成します。

RDML



C/C++

Visual Basic

Delphi

LANSAのオープン・アーキテクチャ

RDML以外の言語からも、リポジトリを共有できます。

ミドルウェア RDML

RDML

リポジトリ



LANSA製品Family

RDML

RDML

リポジトリ



IDE(LANSA エディター)



IDEとは

IDE=Integrated Development Environment

⚫ LANSAアプリケーションの開発、保守により良い方法：
– 新しく、一貫した統合開発環境

– 統合されたフィールドとファイル編集

– 統合されたリポジトリブラウザ

• LANSA Explorerを刷新

– カストマイズ可能なレイアウトと機能

– ソースエディターのワードラッピング機能

– オート・コンプリート、コマンド・アシスタント、強化されたデバッギング機
能による生産性向上



概観 – LANSA エディター



リポジトリ



お気に入り



アウトライン



位置指定



詳細



ソース



デザイン



リポジトリヘルプ



アシスタント



コンパイル



チェックイン/チェックアウト



リポジトリ基礎

詳細な内容は「LANSA Repository」コースで取り扱います。



リポジトリとは

型・長さ・名称・許される値

フィールド列・並び順・固有なキー
書込・削除条件

参照・発生条件

ロジック

プログラムのふるまい
画面のふるまい

各オブジェクトの履歴

ファイル

フィールド

フィールド

フィールド

ファイル



リポジトリとは何か

⚫ リポジトリは、アプリケーションについての情報を１ケ所にまとめて保管し、
一元管理します。

⚫ フォーマットはプラットフォームに依存しません。

⚫ アプリケーション・コーティングの作業量を減らします。

⚫ アプリケーション･ロジックの 共有 と 再利用 を促進します。

⚫ アプリケーションの保守が簡素化されます。

⚫ 開発担当者の生産性が向上します。

しかし 全てのリポジトリが同じものであると
言うことではありません..



アクティブ・リポジトリ

⚫ 多くの製品に“リポジトリ”がありますが、それはプログラムの構築にのみ使
用されるものです

⚫ アクティブ リポジトリは、アプリケーションの構築と実行に使用されます。ダ
イナミックであり、状況変化に対応します。

⚫ したがって…

アプリケーション･プログラムを再構築しなくても、変更を行うことが可
能です。

LANSAはアクティブ･リポジトリ･アーキテクチャです。



LANSAリポジトリに保管されるもの

DB情報

フィールド

ファイル

PGM情報

ソースコード

プログラム

オフィス情報

画像

ActiveX

ドキュメント

システム情報
の一元管理

環境情報

省略値

環境設定

システムに必要なあらゆる情報を一箇所に保管します



リポジトリの定義

⚫ フィールド定義
– （記述、ラベル、欄見出し、I/O属性、省略値、ヘルプ・テキスト、

プロンプト機能、トリガー、複数言語など）

⚫ ファイル定義
– （物理ファイル／テーブル、論理ファイル／ビュー、ファイル・リレー

ション、トリガーなど）

⚫ ルール
– （範囲検査、リスト検査、簡単なロジック、複雑なロジック、ファイ

ル検査、日付形式／検査）

⚫ コンポーネント* 
– （プロパティ、メソッド、イベント、ルーティン、イメージ、リスト、グラ

フ、ボタンなど）

⚫ 特殊機能
– （複数言語対応、仮想フィールド、事前定義結合フィールド、バッ

チ制御など）



既存のアプリケーションを使用する

既存アプリケーション
既存のデータベース・ファイル

LANSA を使用して、
既存のアプリケーションと

インテグレートする
ことができます

リポジトリ

顧客
マスター

ファイルのロード

仮想
ﾌｨｰﾙﾄﾞ

ﾘﾚｰｼｮﾝ 顧客

定義ﾌｧｲﾙ

フィールド ID 記述

属性 省略値 ｳﾞｨｼﾞｭｱﾙ

RD

ML

RD

ML



リポジトリのインプリメント

LANSA リポジトリ・データベース

フィールド
ヘルプテキスト
複数言語
アクセス経路

LANSA
リポジトリ

リポジトリ

オブジェクトアクセスモジュール

妥当性検査
仮想フィールド
トリガー, etc.

OAM



オブジェクト・アクセス・モジュール

⚫ 各ファイルに1つずつ作成される

⚫ 全てのファイル・リクエストを処理する

⚫ コンパイル済みプログラムである

➢ プログラムを変更せずに、ルールを変更できる
➢ データから独立している

➢ 特別な LANSA の機能
➢ 既存のデータベースを取り込む事ができる。

OAM は

そのメリット

知っていて欲しいこと

OAM

データ・ベース

RDML



アプリケーションロジックとOAM

⚫ OAM は全てのファイルに対して妥当性検査を実施し、アプリ
ケーションロジックにメッセージを渡します。

⚫ ルールは変更可能なので、プログラム自体を変更しなくても新
しい OAM を作成できます。

⚫ このファンクションをクライアント側に定義することもできます。
Visual Basic やCで書かれたプログラムであっても構いませ
ん。

OAM データ・ベース

JAVA VB

RDML



リポジトリを使用したファイルの開発

ステータスはO or C

受注がある場合は削除不可

1 リポジトリにフィールドを定義

顧客コード 名前 ステータス

顧客ファイル

顧客コード

名前

ステータス

姓

名

顧客

OAMOAM
2 リポジトリに

ファイルを定義
データベースを作成

3 フィールドにルールを追加

5 存在検査ルールを定義

受注

4 ファイルの関連を定義

6 特殊機能の
追加

7 実行可能なOAMを作成



LANSAリポジトリを使用する

Open

新しいビジネス・ルールを追加して、
新しいOAMを構築します。

顧客

RDML

RDML

リポジトリ

OAM

Status =‘O’ or ‘C’

OAM

XML
Web

Windows

pppSYSMENU                 Main System Menu                           

Enter number of function or place cursor on same line and press Enter.

__  1. Use a process                                                  
2. Submit a process to batch                                      
3. Field control menu                                             
4. File control menu                                              
5. Process control menu                                           
6. Housekeeping menu                                             
7. Data Modeling menu                                             
8. Display submitted jobs - workstation                          
9. Display submitted jobs - user                                  
10. Display workstation message queue                              
11. Exit from LANSA                                              

Fnn=Help  Fnn=Exit   Fnn=Cancel  Fnn=Messages 

AS/400

Status =‘O’ or ‘C’ or ‘H’



まとめ

⚫ 情報を一元管理し、ロジックを（ホストおよびクライアント／
サーバーで）共有し再使用できるようにします。

⚫ 開発担当者の生産性とアプリケーションのパフォーマンスを向
上させます（シン・クライアント）。

⚫ 定義を一元管理するため、アプリケーションの保守が簡素化
されます。

⚫ 強力な開発ツールがあります（仮想フィールドやPJFなど）。

⚫ 既存データベースを処理することができます。

⚫ ツールを自由に選択できます。

⚫ 他のプラットフォーム上に存在することが可能です。



a. フィールド定義



フィールド定義はどのように使用されるのか？

顧客 ID

使用される レポート

FILE ファイル

RDML プログラム

各フィールドの明細を
注意深く確認しましょう！

画面フィールド

コンポーネント

ファイル

ルール



フィールドのネーミング標準

フィールドのフォーマット

xxxxxxiii

⚫最大で 9 文字

⚫# や @ は使用しない

⚫理解しやすい名前を使用する

⚫作業フィールドあるいは一時フィールドには iii を使用
する

⚫ リポジトリ内に全てのフィールドを定義する

フィールド

コンポーネント

ファイル

ルール



新しいフィールドを作成する

([ファイル]) - [作成] – [フィールド]



フィールド定義の明細

タイプ
(RDML)
• Alpha
• Decimal
• Signed

(RDMLX)
• Alpha
• Decimal
• Signed
• Char
• Binary
• Date
• Time
• Date Time
• Integer
• Flota
• String
• VarBinary
• CLOB
• BLOB
• NChar
• NVarVhar
• Boolean

省略値
• RDMLによって

使用される

記述（各言語）
• 記述
• ラベル
• 欄見出し

鍵盤シフト
• O (半角+全角)
• J (全角のみ)
• W (半角カナ)

編集オプション
• 編集コード
• 編集語

プロンプト
• プロセス／ファンクションのプロ

ンプトが可能



入力／出力属性

共通入力属性：

– (RDML) LC、ME、FE、RB

– (RDMLX) ASQN、ISO、SUTC、SUNS

出力属性：スタンプ属性

– USRX、JNMX、TIMU、DATC 等

グラフィック属性 *：

– PBnn、RBnn、CBOX、DDxx

* 注：フィールドのグラフィック属性は、

グラフィック・コンポーネントと同じではありません。
プッシュボタン・コンポーネントは、LANSA コンポーネント・エディタ
を使用して作成されます。



参照フィールド

⚫ フィールド明細の継承を促進します
（タイプ、長さ、小数点、編集オプション、省略値、
入力 & 出力属性）

STD_DATE
S(6)

DATEIN - S(6)
DATEOUT - S(6)

参照

STD_DATE
S(8)

こう変更されると：
DATEIN - S(8)
DATEOUT - S(8)

参照

• ヘルプ・テキスト、ルール／トリガーをコピーできます。

• 参照元のフィールドに変更が加えられると、
参照先のフィールドも自動的にアップデートされます。



コピーと参照フィールドの違い

コピーにより、フィールドを作成する場合、
「妥当性検査」、「ビジュアライゼーション」、
「ヘルプテキスト」のコピーが選択できます。

コピーは１回限りの継承です。

参照は、永久的なリンクです。



システム・フィールド

システム・フィールド：

– どのフィールドもシステム・フィールドとして指定することが
可能

– 削除不可（NO に変更された場合は可能）

– 新しい区画の作成時にコピー可能

– STD_xxxxx フィールドとともに使用される

システム・フィールド “YES” の場合：

DEV
RDML

Fields

Relationships

Files

Rules

Repository システム・フィールドのコピー

DEM
RDML

Fields

Relationships

Files

Rules

Repository



演習1:フィールド作成



b. ファイル定義



フィールド/レコード/ファイル/テーブル

テーブル

インデックス／ビュー

物理ファイル

論理ファイル

J.Smith 645674 6 King St … 
 

 

レコード

名前 ID 番号 住所

J.Smith 645674 6 King St …

M.Brown 349534 83 Pitt St…
etc. etc. etc.

ファイル

フィールド ID番号 住所

同じ

名前

FILE



ファイル定義を作成する

ファイルは以下の方法により作成することができます。

⚫ マニュアルによる作成 （新規作成）

⚫ 既存ファイルのコピー

⚫ 外部ファイルのロード

⚫ モデリング・ツールを使用



ファイルにフィールドを追加する

「順序」とは、フィールドの順番です
（テンプレート等によって使用される）。
「キーの位置」には、そのファイルに対する
キー・フィールドを定義します。



ファイルを実行可能にする

LANSA は、ファイル・レベルの変更を自動的に検出
フィールド・レベルの変更には、影響分析機能を使用

OAM論理
ファイル

物理
ファイル

フィールド

コンポーネント

ファイル

ルール



ファイルのコンパイル

ファイルを実行可能にする：
• テーブル／論理 ビュー／OAM の作成

上記のうちどれを実行するかを指定することができます。
あるいは、自動作成機能を使用して、加えられた変更を
検出することができます。
データを保存し、再ロードすることができます。



データは？

テーブル・データの保存、
および復元オプションが使用可能
LANSA は、新しいファイルにデータをコピーする

実行可能にする

Temp.
Copy 

データ

修正された
ファイル

定義 新しい
ファイル

フィールド

コンポーネント

ファイル

ルール



ファイル定義属性

・特定のプラットフォーム用に、ファイル特性を最適化します。
・複数言語定義を入力することができます。



外部ファイルのロード

IBM i からファイルを
ロードすることができます。

他データベース から
ファイルをロードすること
ができます。



演習2:ファイル作成



c.論理ビュー



論理ビューとは？

論理ビュー：
⚫ データは含まない

⚫ 物理ファイルの後で作成される

⚫ 物理ファイルのビュー

⚫ 多数のビューを持つことが可能

⚫ 選択／除外を使用できる

物理ファイル
⚫ ファイル・データを含む

⚫ 論理ビューより先に存在して

いなければならない

ファイルのビュー
物理

ファイル
論理

ファイル



論理ビューの処理

論理ビューは、
以下によって作成できます。
⚫ マニュアルで作成
⚫ ファイルのコピーで作成
⚫ 外部ファイルのロードで作成



論理ビューのキーフィールド

⚫ 論理ビュー（論理ファイル）には
キーフィールドが必要となります。

⚫ プロンプトを使用して、
（物理）ファイル内のフィールドの一覧から、
キーフィールドを選択することができます。



選択 / 除外条件

選択／除外の設定
・選択(Select)または除外(Omit)の条件を設定できます。
・オペレーションのタイプごとに、複数の条件を追加できます。



選択 / 除外条件はどのように働くのか？

FIELD1 FIELD2 FIELD3

AA X 10

AA Y 20

BB Y 30

CC Z 10

AND/OR   選択／除外 フィールド オペレーション

SELECT       FIELD1 COMP(EQ ‘AA’)

FIELD1 FIELD2 FIELD3

AA X 10

AA Y 20
選 択

頻繁に使用される場合は、DYNAMIC=NO に設定
パフォーマンスの問題に注意

COMP( )
RANGE( )
VALUES ( )

物理
ファイル

論理
ファイル



論理ビューに関する考慮事項

⚫ DBMS の制限を理解する

⚫ DBMS のパフォーマンスに関する問題を理解する

⚫ 論理ビューの数を制限する

⚫ RDML には、強力なアクセス技法があります

⚫ AS/400 上で OPNQRYF を使用して検索

⚫ IMMED アクセス・パス （AS/400） には注意が必要

論理
ファイル



演習3:論理ビュー作成



RDMLとテンプレート

詳細な内容は「LANSA RDML」コースで取り扱います。



LANSA アプリケーションを構築する

ステップ 1:
リポジトリを構築する:

フィールド、ファイル、
トリガー、ルール、
リレーションなど．．．

ステップ 2:
アプリケーション・プログラムまた
はロジックを構築する。

開発は循環的なものです。RDMLの開発に応じ
て、リポジトリを拡張することができます。

OAM

リポジトリ

RDML RDML

RDML



なぜ4GL / RDMLなのか?

⚫ 高い生産性（リポジトリ＋４GL）

⚫ 保守の負担を減らす（コード行数が減る）

⚫ プラットフォームに依存しない定義（複数の言語に対応）

⚫ ポータブルで耐久性がある（複数の言語に対応）

⚫ ビジネス・アプリケーション・ロジックに集中できる
（使いやすさ）

Function ...

Begin_Loop

Change ...

Request ...

Insert ...

End_Loop

ハイレベルな
アプリケーション定義RDML



RDMLの構造

FUNCTION OPTION(*DIRECT)

GROUP_BY NAME(#CUSTOMER)                                                  
FIELDS (#CUSTNO #NAME #ADDR1 #CITY

#STATE #PHONE)

BEGIN_LOOP

REQUEST FIELDS(#CUSTOMER) DESIGN(*DOWN)

INSERT FIELDS(#CUSTOMER) TO_FILE(CUSTMST)

CHANGE FIELD(#CUSTOMER) TO(*DEFAULT)

END_LOOP

例：簡単な顧客ファイル・データ入力プログラム



プログラミングの生産性
FUNCTION OPTION(*DIRECT)

GROUP_BY NAME(#CUSTOMER) FIELDS (#CUSTNO #NAME #ADDR1 
#CITY            #STATE #PHONE)

BEGIN_LOOP

REQUEST FIELDS(#CUSTOMER) DESIGN(*DOWN)

INSERT FIELDS(#CUSTOMER) TO_FILE(CUSTMST)

CHANGE FIELD(#CUSTOMER) TO(*DEFAULT)

END_LOOP

開発担当者は、以下のものをコーディングする必要が
ないために、時間をかけることがありません：

• ファイル宣言（オープン／クローズ）
• 変数宣言
• 妥当性検査ルールおよびエラー処理ルーチン
• ファンクション・キーおよびメニュー処理
• インジケータおよび画面処理制御
等々．．．



RDML のメリット

自然言語に近い記述方法 読みやすさ

手続きを省く命令体系 行数の削減

生産性と保守性の向上

プラットフォームに依存しない

ビジネスアプリケーション特化



RDMLで作成できるもの



RDMLは何に使用されるか?

RDMLは以下のものを構築するために使用されます：

⚫ アプリケーション・プログラム （LANSA ファンクション）

⚫ トリガー・ファンクション

⚫ 呼び出される妥当性検査ファンクション

⚫ 組込み関数

⚫ システム変数

RDMLは、クライアントまたはサーバー側で実行可能です。

リポジトリの処理には、プラットフォームに依存しない開発
言語が必要です。

RDML



LANSA テンプレート

⚫ LANSAには、プログラミング可能な
アプリケーション・テンプレートがあります。

⚫ テンプレートは、ユーザーとの間で質問と応答
をやりとりすることで、標準的なRDMLコード・
ブロックを生成します。

⚫ テンプレートにより、生産性が向上し、
コーディングのエラーが減ります。

⚫ テンプレートにより、サイト標準を守ることがで
きます。

RDML

どのファイルを使用しますか？

どのフィールドを使用しますか？

どのオプションを使用しますか？



リポジトリとRDMLの構造

RDML ファイル

RDMLはOAMを通じてファイルI/Oを行います

OAM

Program

OAMにはビジネスロジックが格納されています

エラー



LANSA プロセス / ファンクション

プロセスとは、関連するファンクションのメニューまたはグループです。
⚫ プロセスはファンクションを含み、ファンクションへのインターフェースを制御

します。メニューまたはアクションバーとして表示されます。コードは含まれ
ません。

ファンクションとは、プログラムまたはRDMLコマンドのグループです。

FUNCTION OPTION(*DIRECT)

GROUP_BY NAME(#CUSTOMER) FIELDS (#CUSTNO #NAME 

#ADDR1 #ADDR2 #CITY #STATE #PHONE)

BEGIN_LOOP

REQUEST FIELDS(#CUSTOMER) DESIGN(*DOWN)

INSERT FIELDS(#CUSTOMER) TO_FILE(CUSTMST)

CHANGE FIELD(#CUSTOMER) TO(*DEFAULT)

END_LOOP

プロセス1

RD

ML

RD

ML

RD

ML

プロセス2

RD

ML

RD

ML

RD

ML

RDML



演習4：
プロセス／ファンクションの作成



開発環境の構築と運用



LANSA 開発環境の種類

LANSA ADVisual LANSA



マスターシステムとスレーブシステム

○ 区画定義
○ ＩＭＰＯＲＴ
○ 開発

× 区画定義
× ＩＭＰＯＲＴ
○ 開発

マスターシステムスレーブシステム



スレーブワークステーション

PC へ、Visual LANSA の
開発・実行環境を
インストールします。

PC 上にリポジトリがありますが、
正のリポジトリとは認識していません。



スレーブサーバー

PC へ、Visual LANSA の
開発・実行環境をインストール
します。

PC 上にリポジトリがありますが、正のリポジトリとは
認識していません。

開発もできますが、クライアントPCへのリポジトリを
提供するためと意識されています。



スタンドアローンワークステーション

PC へ、Visual LANSA の開発・実行
環境をインストールします。

PC 上にリポジトリがあり、正のリポジトリとされています。

個人で開発することを目的としており、チームで開発される
ことはありません。



スタンドアローンサーバー

PC へ、Visual LANSA の
開発・実行環境をインストール
します。

PC 上にリポジトリがあり、正のリポジトリとされています。

iSeries を使用しない開発環境です。



クライアント

ネットワーククライアント

LANSA
Base

ローカルクライアント

サーバー

Repository

LANSA

C++

LANSA

C++



開発環境の同期

スレーブシステムの開発環境の定義を、
マスターシステムの開発環境の定義と同期する
必要があります。

スレーブシステムは、単独で環境情報を定義することができません。区画
名、ライブラリー、コンパイルオプション、フィールドタイプなど、開発
に関わる情報は、マスターシステムで定義し、スレーブシステムに同期す
る必要があります。



システムの初期化

⚫ すべてのLANSAシステム情報(区画、言語、ユーザー、タスク、セキュリ
ティ、設定など)は、LANSA ADにより保守されます

システムの初期化は、マスターシステム(LANSA AD)
のシステム定義をスレーブシステム(Visual LANSA)に
更新するために使用されます。



区画の初期化

⚫ 使用可能な機能は、区画ごとに設定されます。

⚫ 新規に区画を作成した場合や、機能を有効にしたい場合は、個々の区画
ごとに初期化を行う必要があります。

区画の初期化は、Visual LANSA上の個々の区画で使用
可能な機能をインポートするために使用されます。



リポジトリの同期

スレーブシステムを使用して開発を行う場合、スレーブ
システムとマスターシステムのリポジトリを同期する必
要があります。

例えば、スレーブシステムでフィールドを新規作成したら、そのフィール
ド定義をマスターシステムへ送らなければなりません。その逆もしかりで
す。

ファイルやプロセス／ファンクションも同様に、一方のシステムで作成し
た定義を、もう一方のシステムへ送る必要があります。

送るのはあくまでも定義です。オブジェクトは送ることができません。

オブジェクトは各々のシステム上でコンパイルされ、作成されます。



チェックアウト

LANSA AD システムにあるオブジェクト定義
をVisual LANSA にコピーする機能をチェック
アウトと呼びます



チェックイン

Visual LANSA で作成・変更したオブジェクト定義を
LANSA AD のマスタリポジトリに置く行為をチェック
インと呼びます。

チェックインでは、マスターリポジトリのプラットフォームでの
コンパイルを、指示することができます。



ホストモニター

⚫ LANSA/ADは、すべての開発オブジェクト(アプリケーション・フィールド、ファイ
ル、フォームなど)を含むマスター・リポジトリをホストする

⚫ 複数のVisual LANSA開発環境(スレーブ・システム)がLANSA/ADマス
ター・システムに接続できる

ホストモニターは、マスターシステム(LANSA AD) と
スレーブシステム( Visual LANSA) をつなぐためのも
のです。以下の事を念頭においてください。



LANSAコミュニケーション管理機能

⚫ TCP/IPを使用してSystem iまたはWindowsサーバー
に接続する場合、LANSAコミュニケーション管理機能で通
信先を登録する必要があります。
– 前提：System i及びPCでTCP/IPが正しく構成されている。

“PING”コマンド等で接続を確認



ホストルート情報

⚫ 接続するサーバーへのルート情報を登録します。

⚫ 指定する項目は以下の通りです。
– パートナーLU名

– ホスト名

– 接続ID(省略値4545)



リスナー・ジョブ

⚫ System i上で、クライアントからの接続要求を待機するジョブです。

⚫ “LISTENER”というジョブが、各クライアントに対して、
“TP000000nn”というジョブを機動させて割り当てます。

⚫ リスナー・ジョブが起動していない場合、クライアントからの接続がエラー
となります。

⚫ 開発と実行の両方で使用されます。

リスナー・ジョブの開始コマンド
STRSBS SBS(pgmlib/pgmlibと同名のサブシステム記述)

・pgmlibの省略値は”DCXPGMLIB”です。
・pgmlibと同名のサブシステム記述がインストール時に作成されます



演習5：チェックイン
演習6：チェックアウト



区画



区画とは

⚫ LANSAの中に作成される
環境の範囲です。

⚫個々の区画は、他の区画
から完全に独立しています。
– 一部（システム変数等）のオブ

ジェクトは共通オブジェクトとして区

画で共有されます。

⚫開発・実行は 区画毎に行
われます。

LANSA

SYS

DEM

XXX



区画の定義

⚫ 区画名/記述

⚫ 機密保護担当者
➢ 区画内の最高権限者を指定します。

⚫ ライブラリー
➢ 区画内のファイルとプログラムの生成ライブラリーを指定します。

⚫ 複数言語設定
➢ 区画内で使用可能な言語を指定します。

⚫ RDMLX使用可能
➢ RDMLかRDMLXの２つの区画タイプを選択します。

⚫ フィールドタイプ/省略値
➢ 使用可能なフィールドタイプと各フィールドの省略値を指定します。

⚫ 画面の共通表示項目/ファンクションキー記述
➢ UI上のスクリーンタイトルや日付などの共通表示項目の出力を設定します。

➢ アプリケーションで使用するファンクションキーの割り当てと記述を設定します。

⚫ オブジェクト権限
➢ 区画内のオブジェクト定義の使用権限/データ権限を設定します。

⚫ メニュー使用権限
➢ 開発メニューの表示/非表示、使用権限を設定します。

⚫ etc.…



区画についての注意事項

⚫ 区画間のコミュニケーションはサポートされていません。
✓ 1つの区画で定義されたフィールド、ファイル、コンポーネント、プロセス、およびファンク

ションは、他の区画から自動的にはアクセスできません。オブジェクトは区画間で配布ま
たはエクスポート/インポートする必要があります。

⚫ 各区画は個別の論理リポジトリを持ちます。
✓ 複数の開発区画を持つことは、1つの開発リポジトリの共有という基本的な概念に反す

るので推奨されておらず、再利用が複雑になります。さらに、不必要な保守と配布手段
が作成されます。

⚫ 各区画は個別のセキュリティ・システムを持ちます。
✓ 開発者は区画にログオンします。エンド・ユーザーは、区画内でアプリケーションを実行

します。区画が多すぎたり、複数の区画にアクセスするユーザーの数が多すぎると、保
守の問題が発生します。

⚫ 各区画は区画内で使用できるオブジェクト、言語、生成される情報、そのほかの
詳細を決定する独自の開発特性のセットを持ちます。

⚫ 区画には、固有の1文字の識別子が必要なので、1つのLANSAシステムに作成
される区画の数には制限があります。



エクスポート/インポート

区画間でのリポジトリ定義とオブジェクトの移行は、
エクスポート/インポートによって行います。

DEM XXX

SAVF

エクスポート

インポート

PGM

定義

PF/LF

エクスポート/インポートは、LANSA ADの機能です。

Visual LANSAでは配布ツールを使用します。

スレーブシステム上での区画間移行はサポートされていません。

PGM

定義

PF/LF



スレーブシステムでの区画間移行

スレーブシステム上での区画間移行をするためには、LANSA AD
にチェックインし、エクスポート/インポートで移行した後に、移
行先の区画からチェックアウトを行ってください。

DEM XXX

SAVF

エクスポート

インポート

PGM

定義

PF/LF PGM

定義

PF/LF

DEM XXX

PGM

定義

PF/LF PGM

定義

PF/LF

チェックイン チェックアウト

Visual LANSA

LANSA AD



定義とオブジェクト

⚫ 定義は共通のライブラリー内のデータベース・ファイルに保管されます。

⚫ オブジェクトは区画のライブラリー（またはディレクトリ）に保管されます。

SYS DEM XXX

フィールドの定義 ファイルの定義 ソースコード アクション履歴

etc.

PF LF

PGM

PF LF

PGM

PF LF

PGM



RDMLとRDMLX

詳細な内容は「LANSA RDMLX」コースで取り扱います。



違いは４つあります。

⚫RDML/RDMLXオブジェクト

⚫RDML/RDMLXコマンド

⚫RDML/RDMLXシンタックス

⚫RDML/RDMLX区画



RDML/RDMLXオブジェクト

RDMLオブジェクト
IBM i上で、RPG(Ⅳ+ILE)にコンパイルされるオブジェクトです。
256バイト以内の固定長文字列、10進数数値のみ使用可能です。
LANSA ADとVisual LANSAの両方で開発可能です。
80x24の5250画面で表示することができます。
RDMLXオブジェクトとの互換性がありません。

RDMLXオブジェクト
IBM i上で、C++にコンパイルされることを前提としたオブジェ
クトです。
SQL型のフィールドが使用可能です。
フィールドがオブジェクト認識されます。
RDMLX区画のみで開発が可能です。
RDMLXシンタックスが使用できます。
80x24の5250画面で表示することができません。
RDMLオブジェクトも使用することができます。



RDML/RDMLXコマンド

RDMLコマンド
ビジネスアプリケーションに最適化された、LANSAの基本的なコ
マンドです。
データベースI/O、画面/帳票印刷、条件判断、エラーハンドルな
どを処理します。
LANSA ADとVisual LANSAの両方でコーディング可能です。

RDMLXコマンド
Full GUIを作成するために追加されたコマンドです。
GUIの画面制御とオブジェクトを処理します。
Visual LANSAでのみコーディング可能です。

RDMLXコマンドはRDMLオブジェクトでも使用

することができます。



RDML/RDMLXシンタックス

RDMLシンタックス
RDMLコマンドに則したシンタックスです。

例) LB1 : SELECT Fields (#ABCDE) From_File(SAMPPF)
ラベル コマンド パラメータ パラメータ値 ...

RDMLXシンタックス
ASSIGNコマンド(代入式)が使用できます。
文字列の連結ができます。
引用符が不要な箇所があります。
フィールドのプロパティ、イベント、メソッドが使用できます。
BOOL値の検査ができます。
RDMLXオブジェクトのみで使用可能です。



RDML/RDMLX区画

RDML区画
RDMLオブジェクトのみ使用可能な区画です。
LANSA ADとVisual LANSAの両方で開発可能な区画です。
GUIも開発できますが、使用できる機能が制限されます。
WAMとVLF(RAMP)は開発/実行することができません。
RDMLX区画に変更することも可能です。

RDMLX区画
RDMLとRDMLXの両方のオブジェクトが使用可能な区画です。
Visual LANSAのみで開発可能な区画です。

※ LANSA ADで実行することはできます。

Full GUIの開発に適した区画です。
WAMとVLF(RAMP)を開発/実行することができます。
RDML区画へ変更、または戻すことができません。



まとめ



開発を始める前に…

⚫ Advanced Software Made Simpleというコンセプトを
忘れないでください。LANSAは”Simple is Best”を実現します。

⚫ 開発の第1ステップはリポジトリの構築です。
リポジトリは全てのアプリケーションで共有されます。

⚫ 開発の第2ステップはRDMLの作成です。
アプリケーションのタイプは一つではありません。業務に最適化された
アプリケーションのタイプを知っておく必要があります。

⚫ プロジェクトメンバーの構成や、
アプリケーションのタイプを考慮して開発環境を構築してください。

⚫ 開発に必要となる、より詳細なLANSAの知識を、
専門の各コースで習得してください。


